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肺 が ん の 医 療 連 携 体 制 の 構 築 に 向 け て

広島県地域保健対策協議会 肺がん医療連携推進特別委員会

委 員 長　岡田　守人

Ⅰ．　は　じ　め　に

　各種がんの年齢調整死亡率（人口動態統計調査）
によると、広島県において肺がんはがんのなかで最
も死亡率が高く、肝がんや胃がんなどは減少傾向を
示しているのに対し、肺がんは横ばい傾向である。
全国と比較しても、国立がん研究センター資料によ
ると、平成21年の75歳未満都道府県別年齢調整死
亡率は15¾2％で全国36位の成績である。一方市町
が行う肺がん検診受診率は平成21年では12¾3％で
あり全国平均17¾8％と比較しても低水準で、全国36
位の低さである。本委員会では，県民のがんによる
死亡率の減少を図ることを目的として，平成20年３
月に広島県が策定した「広島県がん対策推進計画」
の中で、がん医療推進方策の１つの柱とされた「が
ん医療連携体制の構築」を中心として検討を行った。

Ⅱ．　肺がん医療連携体制の推進にかかる 
取組状況　　　　　　　　　 

　広島県では平成19年度から，４疾病（がん，脳卒
中，急性心筋梗塞，糖尿病）、５事業（救急医療，災
害医療，へき地医療，周産期医療，小児（救急）医
療）に関する医療連携体制の構築に向けた取組を段
階的に進めている。この中で，「がん」に関しては，
５大がん（胃がん，肺がん，大腸がん，肝がん，乳
がん）をそれぞれ個別に医療連携体制を構築する試
みを行った。肺がんは平成20年度より肺がん医療連
携推進WGにおいて検討を開始した。昨年度までに
各医療機関を、①検診・検査施設、②診断治療施
設、③高度診断治療施設（平成23年度からは総合診
断治療施設に改訂）、④術後治療・経過観察施設の
４つに分類することとし、それぞれに各学会の定め
る資格保有者の有無や、肺がん診療に関する具体的
な数値設定を含む機能基準を定めた（参考資料１）。

更にこの基準を満たす医療機関をアンケート調査に
基づく厳格な審査の元に選定し、広島県のホーム
ページに掲載することにより広く県民に公表してい
る（広島がんネット）。

Ⅲ．　肺がん医療連携体制の構築 
　 ―地域連携パスの作成―

　肺がんは早期発見が困難であり、その診断、治療
にあたっては高水準の医療提供体制を確保するとと
もに、各医療機関の機能分担と連携が不可欠である。
各医療機関の正確な機能評価とそれに基づく役割分
担を定めた「広島肺がん医療ネットワーク」を策定
した（図１）。
 　さらに肺がんの「検診・検査」から「術後治療・
経過観察」までの、医療施設の連携に基づく切れ目
ない良質な医療の提供を目指し、平成22年度は「地
域連携クリティカルパス」の作成に取り組んだ。主
に早期肺がん術後患者を対象にした「わたしの手帳」
（参考資料２）、胸部CTにおいて異常陰影があり、
１年以上の経過観察が必要な患者を対象にした「わ
たしの検査手帳」（参考資料３）を作成した。平成23
年度よりはこれらの機能的な運用、その有効性評価
を検討予定である。

Ⅳ．　今 後 の 展 望

　平成23年度は今まで取り組んだ医療体制の整備、
医療連携を更に推し進めるべく、地域連携クリティ
カルパスの活用を推進する。さらに肺がん診断治療
に携わる人材の計画的育成を図り、また医療施設群
間の医療水準の均てん化推進のために、画像読影研
修会の開催、合同カンファレンス、専門医の派遣・
相互交流などを計画する予定である。
　またもう一つの大きな課題として肺がんの早期発
見への取り組みの強化が挙げられる。広島肺がん医
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療ネットワークの検診・検査施設の受診対象者は，
①高齢者・喫煙などの肺がん危険因子を有する人，
②咳・痰・血痰などの症状がある人，③地方自治体
による肺がん検診および職場検診で異常を指摘され
た人のいずれかに定めた。そのような対象者がまず
検診・検査施設を受診しヘリカルCT検査を受け、
そこで異常がありと診断された人が肺がんの診断治

療に進む。すなわち個人を対象とした任意型の精密
検査である。肺がん医療連携推進特別委員会では更
に、肺がんハイリスク患者集団に対する低線量胸部
CTによる広島版対策型CT検診の提唱を目指し、患
者の選定、受診間隔、推奨の方法などについて検討
を重ねてゆく。

図１　広島肺がん医療ネットワーク
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 （参考資料２）　わたしの手帳：肺がん術後患者を対象
　（一部抜粋）

 （参考資料３）　わたしの検査手帳：肺CT検査経過観察患者を対象
　（一部抜粋）
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